
【2026年度　HEX健康経営戦略マップ】

プレゼンティーイズム

の低減※２

2027年目標：20.0以下

2023年実績 23.6

2024年実績 23.1

心身の健康上の問題が作用して、

出勤時の生産性が

低下している状態にあること

アブセンティーイズム

(病欠）の低減※３

2027年目標：3.00日以下

2023年 3.86日

2024年 4.50日

心身の体調不良が原因で、欠勤・

休職など業務が行えない状態にあ

ること

目標年：2027年

KGI 健康経営の目標

健康経営の推進方針 経営方針

＜経営方針＞

「活力ある経営は個の尊

重から」

個を活かし、個を輝かせて、

元気でいきいきとした経営

を実現する。そして、個々

の従業員、お客様、関連

パートナー等あらゆるス

テークホルダーの多様性を

尊重しながら、バイタリティ

に溢れる人で満たされた

組織運営を行う。

＜推進方針＞

健康宣言に基づき、健康

経営を推し進めることに

よって、事業にたずさわる

従業員一人ひとりが多様

な個性や能力を発揮し、

いきいきと働くことのできる

活力ある組織を実現する。

＜健康経営でめざすもの＞

従業員パフォーマンスの向上

いきいきと働く環境が整っている

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変容に

関する指標

健康投資施策の取組状況に

関する指標

健康投資効果

事業所ごとでの推進

（衛生委員会を中核

組織とした推進体制づく

り）

健康に関する教育機会

の提供、情報提供

（各種研修、全社を対

象とした動画研修の実

施）

医療専門職の

配置強化（産業医面

談・就業判定の体制強

化、保健師の導入）

様々な効果に関連する

健康投資※１

特定保健指導の実施、勧奨

健診後受診勧奨の強化

歩活の推奨

社内イベントの実施

（※１）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

（※２）東大1項目をストレスチェックに組み入れ、2023年度（従業員1064名対象、回答率89.5%)と2024年度（従業員1068名対象、回答率88.5%）実施。

（※３）正社員784名（2025年3月31日時点）の平均休業日数を算出。

年2回実施

ヘルスプログラムの策定と実行

喫煙率の低下

2025年 15%以下

※サステナ 中核共通目標

保健師・産業医面談の実施

(残業80時間/月以上)

メンタルヘルス研修の実施

ストレスチェック受検率

目標：90%以上

休業率・離職率の低減

メンタルヘルス不調による連続1か

月以上の休職者割合の減少

ストレスチェック健康リスク値：

100以下

年2回実施

女性の健康についての情報提供

対象別教育研修(e-learning)の実施

社内掲示

就業時間内全面禁煙

（2020年８月1日～）

8月1日を禁煙DAYに制定

2月22日を禁煙促進DAYに制定

禁援プログラムの推奨

生活習慣改善に関する情報の提供

メンタル不調者・長時間労働者に対して産業医面

談実施

精神科の産業医によるメンタル面談の実施

若手を中心に保健師面談の実施

保健師による健康管理体制の拡充

メンタルヘルス研修の実施

女性特有のがん対策の実施

禁煙支援プログラム

実施者数

情報発信の提供回数

子宮がん・乳がん検診

受診率向上

(2025年

子宮頚がん検診 70%

乳がん検診 60%)

健保補助健診の認知度

バス健診の受診者数

研修受講者数

特定保健指導受診率

2025年 60%以上

※サステナ 中核共通目標

物流事業を通じて、将来にわたり世界に貢献し続ける
一人ひとりが個を尊重し健康で生き活きと輝くことが

将来に渡り世界に貢献する事業基盤となる

企業価値

健康課題

喫煙率が高い

2024年 喫煙率：

18.3%（全年齢喫煙率）

婦人科検診の受診率が低い

※2024年 受診率：

子宮頚がん検診 48%

乳がん検診 46%

メンタル疾患者増

健康リスク値：105

長時間労働

健康状態

肥満、脂質リスク

スコアリングレポート実績値：

2023年 肥満 94 脂質 97

特定保健指導受診率：

2024年 46.1%

生活習慣

（運動、食事、飲酒、睡眠）

歩活参加者数：115名達成

議長会議の実施

社会的価値

特定保健指導

定期的な受診勧奨

※サステナ 中核共通目標

「健康だより」の発行

（月1回） ヘルスリテラシー向上

運動習慣比率の向上

新入社員に

て健康経営

をテーマとし

た講義を実

施

生活習慣病リスク値の改善

スコアリングレポートの値を継続

的に改善

肥満・血糖、いずれも事業所平

均値(100)以上

保健師・産業医面談の利用数

メンタルヘルス研修参加者数

セルフケア継続率


